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省庁・自治体・施設等様々なパートナー

始動

アカデミア連携

活動の記号化

（論文化によるモデル効果の実証）

（活動がシンボル化される仕組み）

新たな連携・共創

事業者 事業者事業者

当事者の方々

社会
実装

対話＆インタラクション
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効果検証による

モデル信頼向上

事業内容の強化・改善

利用者評価の
フィードバック

活動強化に向けた、モチベーション/期待値向上

モデル活用

事業者の拡張

好事例の情報化
（優れた取組を表彰）

【強化観点】

当事者参画型開発モデルの中期ブランディング・ストーリー

当事者と事業者間の「共創」の仕組みの磨きこみを行っていくべき。
「活動の記号化（シンボライズ）」が当面のテーマ。



オレンジイノベーション・プロジェクト（活動全体のハブ役）

https://www.dementia-pr.com/

主なブランディングアクションの整理

表彰システムに関する準備
（当事者参画型開発に取り組む企業をアイコン化）

認知症イノベーション・カンファレンス
（先行企業や今後の発展性に関するダイアログ）

デザイン仮

ブランドサイトやカンファレンスを通じて仕組みを情報化。
活動をシンボル化していくため今後の新たな取り組みを検討中。



上記エコシステムを可視化するために、先行活動が可視化される告知やハブサイトの充実を行っていく
（継続した認知強化により、プレーヤーのモチベーション醸成を図る）

ブランディングの中核：表彰制度
（先行プレーヤーの育成）

表彰企業

パートナー企業

経産省・事業者支援

公募事業 体験WS

コミュニティ構築
（事業者連携）

地域展開

（街へ展開）

情報共有
・

自発連携
・

共同展示会
・

有識者対談

数年後には
自治体主導
市場主導で
共生社会が
育まれていく
ことを目指
す

プレーヤー拡充
（幅広く育成）

社会課題解
決型の企業
価値成長を
支援

スタートアップ
や学生とも
連携

海外展開

（輸出）

日本の先行
ケースやエコシ
ステム自体を海
外に案内・輸出
し再現を図る。

市場拡張や共
創・連携を行う
ことで日本のプ
レーヤーの事業
成長を支援

国内地域・自治体への展開 海外への情報発信

今後に向けて：更に多様なプレーヤーが集まる仕組み構築に向けた議論

コミュニティ機能を活性化させてムーブメントを国内に拡散したい。
様々なプレーヤーと共創の型を拡げて、活動の輪を広げていきたい。



当事者からの声を聞いて感じたこと（今後の議論テーマ）

当事者を知る

発案・磨きこみ・共創が

促進される取組の動機・行動を起こす

社会に理解者が増える

共助・共生意識から

多様な発想が生まれる

社会全般に
広く理解者が増える
（事業者に限らず）

社会全般に
有効なサービス・商品が増える

（事業者を通して）

理解と行動の向上促進を
同時に行うことが

共生社会実現への速度を
加速させるのかもしれない

世の中全般で認知症当事者の幸福感や生活理解が増え
生活者視点で、日常的に新サービスが着想される社会を目指していきたい。
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